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論文内容の要旨
本論文はカラー EL デ、ィスプレイの開発を目指して 1987年から 1991 年にかけて大阪大学で行った ELの高輝度化お
よび、低電圧化並び、にマルチカラー EL方式についての研究結果をまとめたもので， 9章から成る。以下各章の概要を示
す。
第 l 章では表示素子としての薄膜 EL の特長，研究の歴史的背景と開発動向を述べ，本研究の目的および意義を明ら
かにしている。第 2-4章は高輝度，低電圧化に関しての検討結果である。検討は絶縁層から発光層への有効な電荷注
入の面から行っており，強誘電体PbTi03 薄膜をキャリア発生源に用いた ZnS: TbFx緑色およひ、ZnS : SmFx赤色EL
の高輝度化(第 2， 3 章)，および、 SiNx バッファ層を用いた ZnS: TbFxEL の発光効率の向上結果(第4章)を示す。ま
た第 5章では抵抗値の異なる絶縁膜を積層した NbzOs/Y203/SiNx3層膜を絶縁層に用いた ZnS: TbFxEL により発光
層への電荷注入機構を解析しており，絶縁層中での熱的なキャリア生成およびトンネリングによる高エネルギーでの発
光層への注入過程を明らかにしている。
第 6， 7章はマルチカラー EL方式についての検討結果であり， ZnS : TbF x/ZnS : Mn 積層発光層とフィルタを用い
た新しい構造の赤一緑 2色のチューナブルEL の発光特性(第 6章)を示し，特に高輝度の赤色発光が得られることを
確認している。また向チューナブルELにおいて素子構造の適正化により低電圧化と色調の改善を行った結果を示す(第
7章)0















結果， PbTi03薄膜を絶縁層とし，また ， SiNx をバッファ一層とする緑色EL素子 (ZnS : TbFx) および赤色EL素子
(ZnS: SmFx ) の最適化設計を行った。
次いで第 5章では，高輝度化を目指した電子注入機構について研究し， NbzOs/Yz03/SiNx3層絶縁膜を用いることに
より，高エネルギー電子の注入効率が改善され，高輝度化に有効であることを見いだした。この技術により，線色発光
で最大 800cd/ばという高輝度が得られ，しかもそのしきい電圧は 60V と IC ドライブ可能な実用素子を開発した。第
6章では，新型ELデバイスとして印加電圧によって色が発光色を制御できるチューナブルEL素子を提案し，その基礎
研究を行った。その中でも，高輝度で実用レベルにある ZnS: Mn (オレンジ色)， ZnS : TbFx (緑色)の二層タンデム
に独特のフィルターを用いたチューナブルカラー EL を開発した点がユニークである。本文では，各々のデバイスに印
加する電圧と発光色ならひ、に輝度ついて一連の組織的研究を行い，さらに出力光スペクトルと駆動電圧との関連を調べ
上げた結果，赤ーオレンジー黄色一黄緑-緑へと順次色の変化するチューナブルEL デバイスの実用化をめざした基礎
技術を確立した。
以上に述べたように本研究の成果は，次世代の画像表示素子として注目されている薄膜EL の技術の進歩に貢献する
ところ大であり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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